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5 年後に本学移転が決定している崇仁地域では、本学も
旧崇仁小学校を拠点に、様々な活動を始めつつある。環境
デザイン専攻でも、地域でまちづくり活動をされている
方々と共に考える場を持ち、活動を始めたところである。
地域の情報をフリーペーパーで発信している崇仁発信
実行委員会との出会いが今回の授業のきっかけだ。新校
舎建設に伴い、やがて小学校校舎も取り壊される「この
校舎があるうちにこの地に親しんだ人々が集える場所
（井戸端的なカフェ）が欲しい」との思いを伺った。しか
し地域住民の高齢化も進み、なかなか学校まで出向く人
も減ってきたと言う課題があった。旧崇仁小学校をベー
スに本学で行っていた展覧会で、使用されていたカーゴ
バイクを目にした時、その活用を思いついた。
デザイン科 2回生の環境デザイン課題で、この自転車
を活用した移動屋台の提案を、約 20 日間で実作まで 2つ
のチーム 16 名で行うことになった。11 月 30 日まず地域
のまち歩きを、委員会の藤尾さんにご案内いただき行っ
た。班長、記録係、会計と班ごとに役割分担も行いチー
ム制作がスタートした。
12月 21日、KYOMO広場にて地域の方々もご参加いた
だき、プレゼンテーションを行った。「崇仁茶寮・こたみ」
は折りたたみの机椅子を運び、あらゆる場がカフェにな
る、コタツでみかんを食べる感覚で、人々が集いそこで折
る折り紙のみかんが、それぞれのメッセージとともに暖伩
状に吊り下げられていく。テーブルトップの地域白地図も
すぐに地域の方々の手で、メモが重ねられていった。「喫
茶・スージー」は、ベンチのある場に出かけて行く、地域
での話がはずむように「地域アルバム」を手作りで増やす
など、活動の発展を見込む。バス停風に次回来店案内を立
てる。いずれも、地域の方々が手作りでレベルアップでき
る提案に、参加の方々からの感動の言葉を多くいただい
た。翌日「崇仁新町」の敷地内に繰り出し、来場者の絶賛
を浴びることになった。今後も地域の要望に応じ、学生有
志で井戸端カフェの出動を行う予定である。地域との交流
の場作りに貢献していきたい。（京都府地域力再生プロ
ジェクト支援事業）
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